
参

議

院

憲

法

審

査

会

規

程

 
（

設

置

の

趣

旨

）

 

第

一

条

 

憲

法

審

査

会

は

、

日

本

国

憲

法

及

び

日

本

国

憲

法

に

密

接

に

関

連

す

る

基

本

法

制

に

つ

い

て

広

範

か

つ

総

合

的

に

調

査

を

行

い

、

日

本

国

憲

法

の

改

正

案

の

原

案

（

以

下

「

憲

法

改

正

原

案

」

と

い

う

。

）

、

日

本

国

憲

法

に

係

る

改

正

の

発

議

又

は

国

民

投

票

に

関

す

る

法

律

案

等

を

審

査

す

る

も

の

と

す

る

。

 

（

委

員

数

）

 

第

二

条

 

憲

法

審

査

会

は

、

四

十

五

人

の

委

員

で

組

織

す

る

。

 

（

委

員

）

 

第

三

条

 

委

員

は

、

会

期

の

始

め

に

議

院

に

お

い

て

選

任

し

、

議

員

の

任

期

中

そ

の

任

に

あ

る

も

の

と

す

る

。

 

２

 

委

員

は

、

各

会

派

の

所

属

議

員

数

の

比

率

に

よ

り

、

こ

れ

を

各

会

派

に

割

り

当

て

選

任

す

る

。

 

３

 

前

項

の

規

定

に

よ

り

委

員

が

選

任

さ

れ

た

後

、

各

会

派

の

所

属

議

員

数

に

異

動

が

あ

っ

た

た

め

、

委

員

の

各

会

派

割

当

数

を

変

更

す

る

必

要

が

あ

る

と

き

は

、

議

長

は

、

第

一

項

の

規

定

に

か

か

わ

ら

ず

、

議

院

運

営

委

員

会

の

議

を

経

て

委

員

を

変

更

す

る

こ

と

が

で

き

る

。

 

 
 

一



 

二

４
 

参

議

院

規

則

第

三

十

条

の

規

定

は

、

委

員

に

つ

い

て

準

用

す

る

。

 
（

会

長

）

 

第

四

条

 

憲

法

審

査

会

の

会

長

は

、

憲

法

審

査

会

に

お

い

て

委

員

が

互

選

す

る

。

 

２

 

参

議

院

規

則

第

八

十

条

の

規

定

は

、

会

長

に

つ

い

て

準

用

す

る

。

 

第

五

条

 

会

長

は

、

憲

法

審

査

会

の

議

事

を

整

理

し

、

秩

序

を

保

持

し

、

及

び

憲

法

審

査

会

を

代

表

す

る

。

 

（

幹

事

）

 

第

六

条

 

憲

法

審

査

会

に

数

人

の

幹

事

を

置

く

。

 

２

 

会

長

は

、

憲

法

審

査

会

の

運

営

に

関

し

協

議

す

る

た

め

、

幹

事

会

を

開

く

こ

と

が

で

き

る

。

 

３

 

参

議

院

規

則

第

三

十

一

条

第

二

項

か

ら

第

四

項

ま

で

の

規

定

は

、

幹

事

に

つ

い

て

準

用

す

る

。

 

（

小

委

員

会

）

 

第

七

条

 

憲

法

審

査

会

は

、

小

委

員

会

を

設

け

る

こ

と

が

で

き

る

。
 

（

開

会

）

 

第

八

条

 

憲

法

審

査

会

は

、

会

期

中

で

あ

る

と

閉

会

中

で

あ

る

と

を

問

わ

ず

、

い

つ

で

も

開

会

す

る

こ

と

が

で

き

る

。

 



第

九

条

 

会

長

は

、

憲

法

審

査

会

の

開

会

の

日

時

を

定

め

る

。

 
２

 
参

議

院

規

則

第

三

十

八

条

第

二

項

の

規

定

は

憲

法

審

査

会

の

開

会

に

つ

い

て

、

同

条

第

三

項

の

規

定

は

憲

法

審

査

会

の

開

会

、

休

憩

又

は

散

会

に

つ

い

て

準

用

す

る

。

 

（

定

足

数

）

 

第

十

条

 

憲

法

審

査

会

は

、

委

員

の

半

数

以

上

の

出

席

が

な

け

れ

ば

、

議

事

を

開

き

、

及

び

議

決

を

す

る

こ

と

が

で

き

な

い

。

 

（

表

決

）

 

第

十

一

条

 

憲

法

審

査

会

の

議

事

は

、

出

席

委

員

の

過

半

数

で

こ

れ

を

決

し

、

可

否

同

数

の

と

き

は

、

会

長

の

決

す

る

と

こ

ろ

に

よ

る

。

 

（

委

員

の

発

言

）

 

第

十

二

条

 

委

員

は

、

議

題

に

つ

い

て

、

自

由

に

質

疑

し

、

及

び

意

見

を

述

べ

る

こ

と

が

で

き

る

。

 

（

委

員

で

な

い

議

員

の

意

見

聴

取

）

 

第

十

三

条

 

憲

法

審

査

会

は

、

委

員

で

な

い

議

員

か

ら

意

見

を

聴

き

、

又

は

そ

の

発

言

を

許

可

す

る

こ

と

が

で

き

る

。

 

（

委

員

の

派

遣

）

 

 
 

三



 

四

第

十

四

条

 

憲

法

審

査

会

は

、

議

長

の

承

認

を

得

て

、

審

査

又

は

調

査

の

た

め

委

員

を

派

遣

す

る

こ

と

が

で

き

る

。

 
２

 
参

議

院

規

則

第

百

八

十

条

の

二

第

二

項

の

規

定

は

、

委

員

の

派

遣

に

つ

い

て

準

用

す

る

。

 

（

国

務

大

臣

等

の

出

席

及

び

説

明

）

 

第

十

五

条

 

憲

法

審

査

会

は

、

審

査

又

は

調

査

の

た

め

必

要

が

あ

る

と

き

は

、

議

長

を

経

由

し

て

、

国

務

大

臣

、

最

高

裁

判

所

長

官

及

び

会

計

検

査

院

長

の

出

席

及

び

説

明

を

求

め

る

こ

と

が

で

き

る

。

 

（

報

告

又

は

記

録

の

提

出

）

 

第

十

六

条

 

憲

法

審

査

会

は

、

審

査

又

は

調

査

の

た

め

必

要

が

あ

る

と

き

は

、

議

長

を

経

由

し

て

、

内

閣

、

官

公

署

そ

の

他

に

対

し

、

必

要

な

報

告

又

は

記

録

の

提

出

を

求

め

る

こ

と

が

で

き

る

。

 

（

公

聴

会

）

 

第

十

七

条

 

憲

法

審

査

会

は

、

審

査

又

は

調

査

の

た

め

必

要

が

あ

る

と

き

は

、

公

聴

会

を

開

く

こ

と

が

で

き

る

。

 

２

 

憲

法

改

正

原

案

に

つ

い

て

は

、

前

項

の

公

聴

会

を

開

か

な

け

れ

ば

な

ら

な

い

。

 

３

 

参

議

院

規

則

第

六

十

二

条

か

ら

第

六

十

五

条

ま

で

及

び

第

七

十

条

の

規

定

は

、

第

一

項

の

公

聴

会

に

つ

い

て

準

用

す

る

。

 

（

参

考

人

）

 



第

十

八

条

 

憲

法

審

査

会

は

、

審

査

又

は

調

査

の

た

め

必

要

が

あ

る

と

き

は

、

議

長

を

経

由

し

て

参

考

人

の

出

席

を

求

め

、

そ

の

意

見

を

聴

く

こ

と

が

で

き

る

。

 

（

会

議

の

秩

序

保

持

）

 

第

十

九

条

 

委

員

が

憲

法

審

査

会

の

秩

序

を

乱

し

又

は

議

院

の

品

位

を

傷

つ

け

る

と

き

は

、

会

長

は

、

こ

れ

を

制

止

し

、

又

は

発

言

を

取

り

消

さ

せ

る

。

命

に

従

わ

な

い

と

き

は

、

会

長

は

、

当

日

の

憲

法

審

査

会

を

終

わ

る

ま

で

発

言

を

禁

止

し

、

又

は

退

場

を

命

ず

る

こ

と

が

で

き

る

。
 

（

休

憩

及

び

散

会

）

 

第

二

十

条

 

会

長

は

、

憲

法

審

査

会

の

議

事

を

整

理

し

難

い

と

き

又

は

懲

罰

事

犯

が

あ

る

と

き

は

、

休

憩

又

は

散

会

を

宣

告

す

る

こ

と

が

で

き

る

。

 

（

懲

罰

事

犯

の

報

告

等

）

 

第

二

十

一

条

 

会

長

は

、

憲

法

審

査

会

に

お

い

て

、

懲

罰

事

犯

が

あ

る

と

認

め

た

と

き

は

、

こ

れ

を

議

長

に

報

告

し

処

分

を

求

め

る

。

 

２

 

参

議

院

規

則

第

二

百

三

十

七

条

の

規

定

は

、

憲

法

審

査

会

に

お

け

る

懲

罰

事

犯

に

つ

い

て

準

用

す

る

。

 

 
 

五



 

六

（

会

議

の

公

開

及

び

傍

聴

）

 
第

二

十

二

条

 

憲

法

審

査

会

の

会

議

は

、

公

開

と

す

る

。

た

だ

し

、

憲

法

審

査

会

の

決

議

に

よ

り

非

公

開

と

す

る

こ

と

が

で

き

る

。

 

２

 

会

長

は

、

秩

序

保

持

の

た

め

、

傍

聴

を

制

限

し

、

又

は

傍

聴

人

の

退

場

を

命

ず

る

こ

と

が

で

き

る

。

 

（

会

議

録

）

 

第

二

十

三

条

 

憲

法

審

査

会

に

お

い

て

は

、

そ

の

会

議

録

を

作

成

す

る

。

 

２

 

会

議

録

は

、

会

長

又

は

当

日

の

会

議

を

整

理

し

た

幹

事

が

こ

れ

に

署

名

し

、

議

院

に

保

存

す

る

。

 

３

 

会

議

録

に

は

、

出

席

者

の

氏

名

、

会

議

に

付

し

た

案

件

の

件

名

、

議

事

そ

の

他

重

要

な

事

項

を

記

載

し

な

け

れ

ば

な

ら

な

い

。

 

４

 

会

議

録

は

、

印

刷

し

て

各

議

員

に

配

付

す

る

。

た

だ

し

、

第

十

九

条

の

規

定

に

よ

り

会

長

が

取

消

し

を

命

じ

た

発

言

は

、

こ

れ

を

掲

載

し

な

い

。

 

５

 

参

議

院

規

則

第

百

五

十

六

条

か

ら

第

百

五

十

八

条

ま

で

の

規

定

は

、

会

議

録

に

つ

い

て

準

用

す

る

。

 

（

合

同

審

査

会

）

 



第

二

十

四

条

 

憲

法

審

査

会

が

衆

議

院

の

憲

法

審

査

会

と

合

同

審

査

会

を

開

く

場

合

は

、

会

長

が

衆

議

院

の

憲

法

審

査

会

の

会

長

と

協

議

し

た

後

、

そ

の

決

議

を

し

な

け

れ

ば

な

ら

な

い

。

 

（

事

務

局

）
 

第

二

十

五

条

 

憲

法

審

査

会

の

事

務

を

処

理

さ

せ

る

た

め

、

憲

法

審

査

会

に

事

務

局

を

置

く

。

 

２

 

事

務

局

に

事

務

局

長

一

人

そ

の

他

必

要

な

職

員

を

置

く

。

 

３

 

事

務

局

長

は

、

会

長

の

命

を

受

け

て

、

局

務

を

掌

理

す

る

。

 

（

準

用

）

 

第

二

十

六

条

 

参

議

院

規

則

第

二

十

四

条

第

三

項

、

第

二

十

八

条

第

二

項

、

第

二

十

九

条

第

一

項

及

び

第

三

項

、

第

二

十

九

条

の

二

、

第

三

十

六

条

、

第

三

十

七

条

、

第

三

十

九

条

、

第

四

十

一

条

、

第

四

十

二

条

の

二

か

ら

第

四

十

三

条

ま

で

、

第

四

十

五

条

、

第

四

十

六

条

、

第

四

十

八

条

か

ら

第

五

十

条

ま

で

、

第

五

十

三

条

、

第

七

十

二

条

か

ら

第

七

十

二

条

の

四

ま

で

、

第

七

十

七

条

、

第

百

四

条

第

一

項

、

第

百

五

条

か

ら

第

百

七

条

ま

で

、

第

百

八

条

、

第

百

十

八

条

第

一

項

、

第

百

二

十

八

条

、

第

百

二

十

九

条

、

第

百

三

十

二

条

、

第

百

六

十

六

条

、

第

百

六

十

八

条

、

第

百

七

十

条

か

ら

第

百

七

十

二

条

ま

で

、

第

百

七

十

五

条

の

二

、

第

百

七

十

九

条

、

第

二

百

三

十

一

条

並

び

に

第

二

百

三

十

四

条

の

規

定

は

、

憲

法

審

査

会

に

つ

い

て

準

用

す

 
 

七



 

八

る

。

こ

の

場

合

に

お

い

て

、

次

の

表

の

上

欄

に

掲

げ

る

同

規

則

の

規

定

中

同

表

の

中

欄

に

掲

げ

る

字

句

は

、

そ

れ

ぞ

れ

同

表

の

下

欄

に

掲

げ

る

字

句

に

読

み

替

え

る

も

の

と

す

る

。

 

 
 

第

二

十

四

条

第

三

項

及

 

法

律

案

 
 

 
 

 
 

 
 

憲

法

改

正

原

案

又

は

法

律

案

 

 
 

び

第

二

十

九

条

の

二
 

 
 

第

五

十

三

条

第

一

項

 
 

案

件

の

審

査

又

は

調

査

 
 

法

律

案

の

審

査

 

 
 

第

七

十

二

条

第

三

項

 
 

国

会

法

第

五

十

七

条

の

三

 

国

会

法

第

百

二

条

の

九

第

一

項

に

お

い

て

準

用

す

る

同

法

第

五

 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

十

七

条

の

三

 

 
 

第

七

十

二

条

の

三

 
 

 

又

は

調

査

を

終

ら

な

か

つ

 

を

終

わ

ら

な

か

つ

た

法

律

案

 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

た

案

件

 

 
 

第

百

三

十

二

条

 
 

 
 

過

半

数

 
 

 
 

 
 

 
 

過

半

数

（

憲

法

改

正

原

案

及

び

そ

の

修

正

案

に

つ

い

て

は

総

議

 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

員

の

三

分

の

二

以

上

）

 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

議

決

し

た

と

き

 
 

 
 

 

議

決

し

た

と

き

（

憲

法

改

正

原

案

に

係

る

も

の

に

つ

い

て

は

総

 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

議

員

の

三

分

の

二

以

上

の

多

数

で

議

決

し

た

と

き

）

 



 
 

九

（

細

則

）

 
第

二

十

七

条

 

こ

の

規

程

に

定

め

る

も

の

の

ほ

か

、

議

事

そ

の

他

運

営

等

に

関

し

必

要

な

事

項

は

、

憲

法

審

査

会

の

議

決

に

よ

り

こ

れ

を

定

め

る

。

 

附

 

則

 

（

参

議

院

憲

法

調

査

会

規

程

の

廃

止

）

 

１

 

参

議

院

憲

法

調

査

会

規

程

（

平

成

十

一

年

七

月

二

十

六

日

議

決

）

は

、

廃

止

す

る

。

 

（

参

議

院

政

治

倫

理

審

査

会

規

程

の

一

部

改

正

）

 

２

 

参

議

院

政

治

倫

理

審

査

会

規

程

（

昭

和

六

十

年

十

月

十

四

日

議

決

）

の

一

部

を

次

の

よ

う

に

改

正

す

る

。

 

 
 

第

三

条

第

一

項

中

「

若

し

く

は

調

査

会

長

」

を

「

、

調

査

会

長

若

し

く

は

憲

法

審

査

会

の

会

長

」

に

改

め

る

。




